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新年号

日本労働組合総連合会宮城県連合会 会長　　大　黒　雅　弘

　新しい年を迎えるにあたり、謹んでご挨拶を申し上げます。連合宮城に集う多くの組合員と

ご家族の皆様におかれましては、つつがなく新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　現在、超少子高齢化、人口減少社会や労働力人口の減少は、次第に私たちの生活に大きな

影を落としつつあります。とりわけ地方圏では、若者が相対的に良質な雇用を求めて東京圏に

流出するという事態が生じています。この問題に対処するには、賃上げが解決策の一つとなり

得ます。特に人材獲得・生活向上のための継続的な賃上げ、最低賃金の底上げが重要であり、地方の賃金格差の縮小

は県外への労働力の流出を防ぐためにも必要不可欠になります。これまで以上に「労務費を含めた適正な価格転嫁・

適正取引の徹底とともに、製品・サービスと労働の価値を高め認め合う社会の実現」 にこだわり、社会的広がりのある

運動を展開してまいります。

　ILO（国際労働機関）によると、「2025年までに男女の労働力率の差を25％縮小する」という目標が達成されれば、

世界で５兆8000億ドル（約660兆円）の経済効果が生じるとされています。あらゆる形態の差別を撤廃することが重要で

あり、私たちにできることは性別・年齢・国籍・障がいの有無・就労形態等にかかわらず、誰もが多様性を認めること、身近な

差別に対してアクションを起こすことなど、私たち一人ひとりの小さな変化が、大きな影響に繋がり世界を変えていくことに

なります。連合宮城は「世界に誇れるジェンダー平等社会を宮城から」を合言葉に2025年も積極的に取り組んでいきます。

　また、原動力となる組織強化についての連合総研によるまとめでは、会社に労働者の声を代弁する代表者の有無に

よって、生産性の向上や仕事への満足度に違いがあることを見出し、労働組合の価値を高く評価しています。組合員の数

は交渉力の源泉であり、労働組合の基盤そのものです。集団的労使関係を拡大していくことが連合宮城としての責務で

あると考えています。連合宮城としてこれまで以上に「働く仲間が連帯を強め、民主的な労働運動を通じて総合的な労働

条件の向上をはかり、働く者の社会的地位の向上」に努めてまいります。

　結びに、京セラやKDDIを創業し経営の神様といわれた稲盛和夫氏が残した言葉の中に「人生で一番大事なものと

いうのは、どんな環境にあろうとも真面目に一所懸命生きること。人間は常に〝自分がよくなりたい〟という思いを本能と

して持っていますけれど、やはり利他の心、皆を幸せにしてあげたいということを強く自分に意識して、それを心の中に

描いて生きていくことです」と残されています。この言葉はまさに、労働運動にも通じるものだと心に響きました。

　より明るい未来に向けて、連帯を強め、運動を前進させていくとともに、労働組合が持つ社会的価値を広く訴え、理解と

共感を得ながら、働く者に寄り添う連合としての挑戦をし続けてまいります。

　本年も一層のご支援を賜りますとともに、皆様のご健勝ご活躍を祈念申し上げます。



　謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　連合運動へのご理解とご支援をいただき心より御礼申し上げます。

　今年は戦後80年です。先の大戦を経験された方々は少なくなり、その実相を伝える役割は次の世代へと

移っています。私たちが果たすべき役割をいま一度見つめなおし、行動に結びつける一年にしましょう。

　近年の賃上げの成果により、「賃金は上がる」という新たな社会的規範ができつつあります。動き始め

た賃金や物価を「巡航軌道」に乗せ、再び停滞させることのないように、2025春季生活闘争を精一杯取り

組んで参ります。

　また、連合ジェンダー平等推進計画はフェーズ２に移行しました。世界は男女同率での活動への参画が

当たり前になっています。“203050”の目標達成に向けて、残り５年しかないという危機感を持ち、力を尽

くして参ります。

　労働組合の組織率の低下に対し、連合運動はその活動領域の幅を広げていくことが必要です。多様な

方々や団体と積極的に対話と連帯を進めて、労働組合の価値を高め、多くの仲間が集い、互いに協力し、より

良い職場や社会をつくることに努力する一年にして参りましょう。

　本年も皆さまにとって実り多い一年となりますことを祈念いたします。
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日本労働組合総連合会 会長 芳　野　友　子
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